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株式会社阪急阪神ホテルズ（大阪新阪急ホテル） 

管理職のマネジメントスキル向上 

 
会社概要 

大阪新阪急ホテルは、阪急梅田駅直結の立地で、

ビジネスにプライベートに最適な客室、バラエテ

ィ豊かなレストランやバー、華やかな宴会場やチ

ャペルなどをそろえ、顧客の多様なニーズに対応

しているアーバンコミュニティホテル です。 
なかでも、レストラン部門については、日本料

理、フランス料理、中国料理、バイキング、ビア

ガーデン、カフェレストラン、バー等全 22店舗
の多様な業態で構成されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
取り組みのきっかけ・現状 

職業能力評価シートの導入にあたり、当ホテル

ではレストラン部門を対象部門として取り組む

こととしました。 
レストラン部門では、店舗ごとに業態差がある

ことから、お客さまへのサービス提供の考え方や

手法に違いがあります。ただ、業態差はあっても

マネジメント層については、求められるスキルに

高い共通性があることが想定されたため、先ずは、

店舗の責任者に相当するレベル 3 をチェックの
対象とすることとしました。 
したがって、使用する職業能力評価シートは、 

レストラン（バー）マネジャー（レベル 3）とし 

 
ました。 
 
具体的な取り組みと活用ツール 

チェックの結果、全体的な傾向として、日常的

なホール運営に関するチェック項目は良好であ

る一方で、「進捗管理」「計画策定」や「リスク管

理」について更にスキルアップを図っていく余地

があることが明らかになりました。 
このため、こうしたチェック項目について、個

人ごとに OJTコミュニケーションシートを活用
したスキルアップ目標の設定を実施することと

しました。 
実施にあたり、当ホテルでは、従来より人事評

価制度の一環として目標管理制度による PDCA
に取り組んでいたことから、目標管理制度と

OJT コミュニケーションシートの混同を避ける
ため、目標管理制度で設定すべき“成果”や“業

績”に関する目標と、OJT コミュニケーション
シートで設定する“スキルアップ”に関する目標

との切り分けを周知することを狙い、この内容を

織り込んだ記載要領（別添参照）を作成し、関係

者に周知を図りました。 
 
取り組み結果 

今回の OJTコミュニケーションシートの運用
を通じて、店舗の責任者として日々顧客満足を追

求する中で、行動面について客観的にチェックを

行うことで、自分の仕事を再整理することができ

ました。また、上司評価と比べることで、自分で

は｢出来ているつもり｣になっていた項目につい

てレーダーチャートで「見える化」 することが
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でき、マネジメント層であるがゆえに自己認識し

にくい｢弱み｣の発見・再認識に繋げることができ

ました。 
一方で、具体的なスキルアップ目標の設定に際

して、「いずれの評価項目を取り上げるべきか」

または「取り上げた評価項目について何れの知識

レベルの向上を図っていくべきか」について、よ

りスムーズに運用が出来るよう基本的な考え方

や OJTコミュニケーションシートの運用方法を
更に整理する必要性があることが分かりました。 

 
今後の課題と方向性 

今後については、職業能力評価シートを活用し

た能力チェックの対象者の範囲を更に拡げるこ

とで、組織単位の強み／弱みの傾向を掴み、教育

研修などの全体施策への展開等を検討していく

予定です。 
 

平成 24年３月
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（別添）OJTコミュニケーションシート記載要領 
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